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コントロール 

基底層に働きかける老化防止システム 
ご存知でしたか？カルシウムイオンがターンオーバーに起因することを！ 
 
表皮をつくっている細胞の中で最も多く占める細胞をケラチノサイトといいます。 
ケラチノサイトは皮膚の一番奥にある基底層で細胞分裂をくり返し、新しい細胞 
をつくるターンオーバーを行っています。このターンオーバーサイクルに 
カルシウムイオンが起因することに着目し、カルシウムイオンの代謝効率を 
回復させる褐藻類(Padina pavonica)由来のエキスを開発しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紫外線などで刺激を受けた肌はターンオーバーの速度を速めようとします。しかし、十分に成

熟していないケラチノサイトが到達するため、皮膚の水分量やバリア機能が低下してしまいま

す。（角質まで到達する際にセラミドやコレステロールなどの細胞間脂質の生成が低下するた

め）Padina pavonica はバリア機能を高める効果が確認されています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
防腐剤を使っていないため肌内部環境のケア成分としてより高い効果が期待できます。 
『お肌の冬支度』『夏のダメージ回復』などのスキンケア製品におすすめです。 

  Padina pavonicaエキスによる 
  ケラチノサイトの活性化 

      

ケラチノ 

サイト 

細胞数 
(ng/ml) 

コントロール Padina pavonica 
エキス(50μg/ml) 

Padina pavonica 
エキス(50μg/ml) 

皮膚の再生能力 

コントロール コントロール 

＋ニコチン1% 

コントロール＋ニコチン1% 
+Padina pavonicaエキス(40μg/ml) 

白い部分濃い箇所が 
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今までにない感触の天然多糖類 
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【商品情報】 

商 品 名 ： 
 

製 造 元 ： 

AMIGEL の構造 AMIGELはSclerotium rolfsii の発酵で得られる酵母多糖類で

す。AMIGEL分子はβ-1,3-グルコシド結合骨格に、β-1,6-グル

コシド結合を側鎖にもつ棒状の三重らせん構造をとると考えら

れています。 
 
この特殊な構造による乳化作用が確認され、（油相の10% の

AMIGEL量）さらに自然派を意識した乳化剤フリーエマルジョン

を作ることができます。 
 
 
 
 

 

ゲル化・増粘性 
 

 

電解質の影響 （1%AMIGEL 溶液） 

 

顔料分散性 
5%水溶液の比較。フレークの沈降が

なく、50℃･3 ヶ月安定 

   

従来の増粘剤でありがちな『乾く瞬間のとまり感・ 
つっぱり感』を、今までにない『崩れるさっぱり感』に、

AMIGELをお使いいただくことで実現できます。 
 
 

 

PROTECTAMI （表示名称 パディナパボニカエキス） 

AMIGEL     （表示名称 スクレロチウムガム 医薬部外品対応可能） 
Alban Muller International 社（仏） 


